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【受入先企業】 BASF Advanced Chemicals Co. Ltd. (Shanghai, China) 

 

【概要】 

 上記の二ヶ月間、ドイツに本社がある BASF のアジア・パシフィック地域に

おける本部（中国上海の浦東地区）においてインターンシップに参加した。BASF

は世界最大の化学企業であり、石油やガスといった上流から下流に至るまで極

めて幅広い分野を一社で取り扱っている。今回のインターンシップでは、BASF

の Care Chemicals 部門の一つである Home Care and Industrial & Institutional 

Cleaning において、新規洗濯用洗剤を指向した他成分系の安定性についての基

礎的理解に関する研究を行ったので以下に報告する。 

 

【研究内容】 

 近年、日本における洗濯用洗剤分野の発展は目覚ましく、単なる洗浄力の向

上だけでなく、除菌や抗菌、漂白や柔軟効果なども付与された高機能な洗剤が

数多く市販されている。また、洗剤の高機能化だけでなく、洗剤の形状自体も

変化している。一昔前まで使われていた粉末タイプから液体タイプへとほとん

どの洗剤が置き換わっており、さらに最近ではジェルボールタイプという新し

い形の洗剤もしばしば目にするようになってきた。 



 このような新しい洗剤を開発するために大前提となるのは洗剤の安定性であ

る。洗剤としての機能を発揮するためには界面活性剤が必要不可欠であるが、

界面活性剤はその濃度や系の環境（温度・塩濃度・他の物質など）によって容

易に相転移や相分離を引き起こしてしまう。そのため、新しい洗剤の開発にお

いては、系の相挙動が各成分によってどのように変化するかという知見を得る

ことは極めて重要である。 

 今回のインターンシップでは、液体タイプの新規洗濯用洗剤を指向した 6 成

分系において、各種成分の相挙動に対する影響を調査した。まず、各成分の量

を調製したサンプルを 144 個作成し、それぞれのサンプルにおいて相構造の同

定及び系の物性の測定を行った。その後、各成分の影響を調べるべく、BASF

のドイツ本社にいるシミュレーションの専門家とディスカッション及び解析す

ることで、各成分の濃度を変数とした相構造の変化を理論的に記述することに

成功した。以上の知見は、今後の新規洗濯用洗剤開発に役立つと考えられる。 
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